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1.まえがき

地震動は､震源一伝播経路.地盤構造の影響を受けて相違すると考えられているが､丁字基盤と称

される基盤僧の不幣形性やその上部の表層地盤構造や地形･地質に大きく影響を受けると考えられる｡

したがって､表層地盤の振動特性を把握することが電要な課額となっているD

これまでの研究成果から微動観測によって地盤構造を推定することが行われてきたが､微動から推定

される地盤振動特性が観測された地震動特件と十分な整合性があるのかという課題は､現在でも十分

には解明されていないのが現状であるJ

これらの実例を蓄積することにより微動の適用限界などが明らかになることが期待されている二

本報は､このような試みの一環としとて､地震動および微動観測記録による地盤振動特性の比較検討

を実施した｡

2_地震観測の概要

神奈川大学ではキャンパス再開発に伴って､新1号館(地TIl階､地上即皆;非免震構造)､23号館(也

下2階､地 卜8階;免震構造)が建設された｡

この一環として地震観測システムが構築された｡

観測システムは巾建物内にそれぞれ 5箇所(各 3成分)と両号鯨の中間付近の地盤において､地表

(Gs:GL-I_5m)と地中の工学的基盤レベル位置 ((,i):GL-218m)の2箇所に地震計 (各3成分)が設

置された.

23才館地下2階に設置した地震計のトリガーにより地震観測システム (72成分)が起動し､地震記録

が得られる｡

地表 ･地中の地震計は､サーボ型加速度計 (sv-355:東京測振,測定周波数;DCl100Hz,測定範囲:±

2000gal,分解能:約0.oOlgtll)で構成されている0

3.観測地点の地形 ･地質･地盤

大学キャンパスは､椎子川左岸の六角橋に位置し台地と谷の境界面で､周囲には小規模な河岸段丘や
fr地を刻む谷の谷壁が見られる｡

図-Lに示すように観測地点の北側は蛸から東に谷底低地が認められ､洪積台地を刻む谷部に当たり､

河川の運搬による堆積物が谷を埋め､周囲は宅地造成による盛り土が認められる.

地震計の設置地点の地盤調衣によれば､GLIOmが表土 (N低o-lO)で､GL-10--19m付近までが相

模層群のシ/レト･細砂 (N値14-50)､それ以深は上総層群の土丹 (＼値50以上)となる｡
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図-1 地震観測地点の位置

衣･l 観測された地震 リスト(2OO2年)

HO観測日時 震源 経度.糖度 M
I4月lO日 lO:04 千葉県南部 N35_5''E(48.4い 4.7
2 6月25日 0127 神奈川県支部 N35.6一E(29.5R 3.9
a 7月20日 0602 茨城県南部 N36.2●∈I39.8■ 5.l
4 7月26日 0333 茨城県南台8 N36.ー̀ E139_B一一 4,5
5 8月28日 T4:2l 千莞県西部 N35.6'E139.5.1 4.0
6 9月はEj O5:46 神奈川県壬勧 N35.2小E139.8ー 3_8

7 9月柑日 04ニ24 東京湾 N35.4●E139.8~ 4,4
8 9月25日 04:35 茨城県南部 N36.3○E148_lA' 4_4

9 lO月02日 23:02 埼玉県南部 N35.9●El39_5'■ 4,I
10ー0月l8日 06:3t 茨城県南部 N36JAE139.84 4.4
I ーI月.ほ日 l7:48 千隻県北西部 N35.6○E140.14 3.7
l2tljn7El 01:32 千莞県北西部 N35 ,6.E140.2ウ 4.5
l312月01日 1127 埼玉県北部 N36.I-■E139.09 4.2

l412月02日 1424 手空県北酉瓢 N35.6○ET40.1- 19
1512月028 22二03 岩手県内陸南部 N39.4○El41.3山 6.3

4.地震観測記矧 こよる地盤振動特性

表-1に2()02年度に観測された地震 (16地寅)のリス トを示す｡

本報では､この中から5地震 (7/20:145.1,8/28:,144.0,9/12二M3.8,10/18二･1.1,12/8:MLl.6)を対象

として地震動特作の検討を行った;

なお､観測成分については､X成分 (NS方向)､Y成分 (EW方向)､Z成分 (uD方向)である｡

(1)伝達関数 :図-2に地表 (Gs)と地rfl(Gb)での観測記疎のフーリエスペク トル (X,Y,Z方向と地表

と地中の観測記録のフーリエスペクトル比 (Gs/Gh)により算定した伝達関数 (x,Y,2DH)を示すO 図

12より､Gs,Gbとも地震により周期特性は異なるが､平均的にはG.q･のY方向に明瞭など-クが認め

られるO伝達関数で見ると､X,Y方向で特仕が異なり､X方向で約 0,26秒,0.08秒､Y方向では約

0.23秒,0.1秒付近にピークが認められるコ

特に､Y方向で明瞭であり､T字的基盤以浅のよ層地盤の卓越周期と考えられる=.Z方向(上下

方向)においては､バラソキがあるが約0.15秒付近にピークが認められる

(2)H/Vスペク トル : 図-3に､地震記録によるH/Vスペクトル (GsとGb)をX.Y成分および2次

元水平合成 (2T)H)成分に区別して算定した結果を示した｡Gb(-21.8m)においても変動するが振幅が

ノトさくGsの特性とは異なっている_また､Gsでは伝達関数 (図-2)と同様な特性をホしているが､

振幅は伝達関数より小さい0

5 微動観測結果とによる地盤振動特性との比較

地震観測結果と比較するため､地震観測地点の地表面で微動観測を実施 した｡観測方法は､3成分微

動計 (spc35:東京測振)により､LOOHT.サンプリングで3分間の観測を4回(2003年4月9-11日)実施

した｡

図-4に各成分のフーリエスペクトルとH/'Vスペクトル (地震動と同様に成分別)の結果を示したG前

者はやや変動が大きいが､後者は地震観測記録に比べピークの明瞭さに欠けるが､周期特性は良く幣合

し､平均化すると地震観測と微動観測のIl/Vスペクトルは､ほぼ同様な肺を示していることがわかった,

6.まとめ

地震観測記疎と微動観測記録から地盤振動持件を比較した｡その結果を以下にまとめる｡

① 地震観測記録の伝達関数(Gs/C.b)は明瞭など-クを示し､表層地盤の卓越周期が得られる｡観測地
の地形によるものと考えられるが､X方向と一方向で同期特性が異なり､Z成分についてもX,Y
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図一2 地震観測記録による地盤振動特性

方向と周期は異なるが､増幅が認められた.ただし､倍率はX,Y方riTJに比較して小さいO

②地寮観測記録と微動観測記録のlIルスペクトル比は､個々の観測記録では変動するが､平均的には

良く整合し､地震記錠による伝達関数に周期特性は対応するが､振幅は小さい｡

③地形構造が不整形な場合は地盤振動特性の方向性に注意が必要であり､このような観測地点において

は､方向別に検討することも重要となる.i

あとがき

本研究は､文部省学術フロンティア･横浜市産学共同研究総合プロジェクト｢地震･台風災害の制御 ･

低減に関する研究什ET)COM)｣によるO
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図13 地震観測記録によるHrVスペクトル (上段 :地表,下段 :地中)
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図･4 微動観測記録による地盤振動特性 (上段:フーリエスペクトル,下段 .仙ⅤスぺクトJL/)
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